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次の出題分野 10 題のうちから 3題を選択すること。 

 

1．憲 法 法の下の平等の意義について述べた上で、平等原則違反の違憲審査基準について、最高

裁判所の尊属殺重罰規定違憲判決に言及して説明せよ。 

2．行政法 行政上の不服申立ての意義を述べた上で、行政上の不服申立てに係る教示制度について

説明せよ。 

3．民 法 動産の即時取得の意義、要件及び効果について説明せよ。 

4．経済学 損益分岐点及び操業停止点について、図を用いて説明せよ。 

5．財政学 租税負担の配分原則である利益説及び能力説について説明せよ。 

6．政治学 小選挙区制及び比例代表制の仕組みについて、それぞれ長所と短所に言及して説明せよ。 

7．行政学 行政委員会及び審議会について説明せよ。 

8．社会学 バージェスの同心円地帯理論について、同心円地帯理論に対するホイトの主張や、ハリ

スとウルマンによる批判にも言及して説明せよ。 

9．会計学 企業会計原則の一般原則のうち、正規の簿記の原則について、重要性の原則に言及して

説明せよ。 

10．経営学 ボストン・コンサルティング・グループの開発したプロダクト・ポートフォリオ・マネ

ジメントについて、その問題点にも言及して説明せよ。 

 


